
 

第 1班  2回 目 の フ ィ ー ル ド ワ ー ク  

参 加 し た 学 生 の 声  

 私達は2年生のサポート役として、フィールドワークの活動に初めて参加しました。幹

事会では、連絡会の皆さんのワークショップや、Webサイトについての議論が行われ、時

代とともにボランティアの支援の仕方や内容が変化していくのだなと感じました。2日目の

総会では、他の先進国と比べて日本人のボランティア活動率が低いこと、東大阪市社

会福祉協議会のボランティア参加者のうち、若者の割合は3%程度で、ほとんどが年配

の方々であることを知りました。大阪府では、若い担い手に参加してもらうために、イン

ターネットのMIXIを利用する取り組みを始めているそうです。年配の方々の福祉に対する

思いや考えを聞かせていただくことができました。 

 総会後のレクリエーションでは、年配の方々と一緒に体を動かして頭の体操をしたり、

高齢者施設で歌を歌うボランティア団体の方々と触れ合う機会がもてました。知らない

歌ばかりでGeneration Gapを感じましたが、普段の大学生活では学べないことをゼミをと

おして経験でき、よい社会勉強になりました。 

経営学科3年 加藤 淳也 / 公共経営学科3年 天野 龍也  

 第1班は、「ふれあい祭り」でのボランティア経験に続いて、2回目のフィールド

ワークを行いました。第1班の協力団体である「ボランティア連絡会」は、東大

阪市社会福祉協議会に所属する30のボランティア団体の連携によって成り

立っている会です。この会の活動内容や現在取り組んでおられる課題を把握・

理解するために、毎月行われている幹事会と年1回開かれる総会に参加させ

ていただきました。 

 幹事会では、ボランティア活動を活性化するためのワークショップや、ボラン

ティア連絡会の活動内容を広報する社会福祉協議会のWebサイトの改善案

など、様々なことに取り組まれていることを知りました。総会では、H21年度の活

動報告やH22年度の予算案の決議等が行われ、運営の全体像について把握

することができました。ボランティア連絡会の皆さま、どうもありがとうございまし

た。              

公共経営学科 講師 宍戸 邦章 

社会福祉法人 
東大阪市社会福祉協議会 

協力 
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場所：東大阪市社会福祉協議会 

日時：2010年5月21日（金）19：00～20：00 

   2010年5月22日（土）13：00～16：00 

ボランティア連絡会の幹事会・総会への参加 

 

 


